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パ ネル発表 『デザイ ン理論』50/2007

ヒ ュ ー マ ンボ デ ィ デ ザ イ ンの 実 験 第3幕 一memories〈 五感の記憶〉-

AnEXPERIMENTinHUMANBODYDESIGNthethirdact

滝 口洋子/京 都市立芸術大学

■会期2006年9月25日 ～30日

■会場 大阪府立現代美術センター

ヒューマ ンボディは永遠に満たされること

のない欲望を原動力 に時代 と共に変化成長を

繰 りかえします。 ヒューマンボディデザイン

をメディアに受信 ・発信 された情報はその人

の五感を通 して心 と身体 に刻み込まれ,(装

う人とその時代 ・空間)と 共有する記憶とし

てヒューマンボディの内側と外側を行き来 し

ながら積み重なっていきます。これらの多 く

は無意識の遠い記憶 となりますが,あ るきっ

かけをもとに増殖 し時空を超えて甦 り,と き

には世代を超えて受け継がれていく種の記憶

へ と発展 してい くことがあります。

第3幕 で は五 感 の もつ 記 憶(memories)

を テ ー マ と し,変 化 成 長 を続 け る ヒュ ーマ ン

ボ デ ィに対 して,不 変 の,永 遠 に繰 り返 す 自

然 の サ イ ク ル の 象徴 と して 「花 」 をモ チー フ

に展 開 して い ま す。 花 は ほ乳 類 の誕 生 と ほぼ

同 時期 に地 上 に あ らわ れ た と いわ れ て い ます 。

人 類 は五 感 にス トレー トに訴 えか け る花 のな

か に美,生,性,実 り,希 望 を見 つ け,花 の

よ うに な りた い と願 い,花 の まね を して進 化

を続 け て き た の だ と思 い ます 。

今 回 の第3幕 で は ビ ジ ュア ル デ ザ イ ン専 攻

4回 生 の作 品 展 「五 感」 を 同 時 開催 しま した。

ヒュー マ ンボ デ ィデ ザ イ ンの実 験

これ まで の 内 容

0序/プ ロ ロー グ

意 匠 学 会 第43回 大 会(2001.11)研 究 発 表

「ヒュー マ ンボデ ィデザ イ ンについ て一 フ ァ ッ

シ ョ ン ・メ イ ク ア ッ プ ・ボ デ ィ メ イ キ ン

グ ー 」(デ ザ イ ン理 論No.41p.92～93)

○ ヒ ュー マ ンボ デ ィデザ イ ンの 実 験 第1幕

一 人 ・街 ・心 ・身 体 ・エ ロ ス ー

・神 戸 フ ァ ッ シ ョン美 術 館(2003 .5)

・ア ク シス ギ ャ ラ リー(2003 .7)

・VISUALDESIGNJAPAN ,1(YOTO展

内 蒙 古 美術 館/北 京 民 族 文 化 宮(2003.9)

・BolognaFiereItalyCERSAIE(2003 .10)

・COM .MIX展 モ ン ト レー 芸 術 工 科 大 学

メデ ィア セ ン ター(2005.9)

(デ ザ イ ン理 論No.44p.166～167)

○ ヒュー マ ンボ デ ィデ ザ イ ン の実 験 第2幕

一 京 象嵌 協 会10周 年 記 念 展 一

・伊 丹 工 芸 セ ン ター(2004 .3)

・京 都 ク ラ フ トセ ン ター(2004 .3)

(デ ザ イ ン理 論No.46p.188～189)
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マネキン6体

コスチューム制作

ヘア ・メイクデザ イン

テキスタイルブ リン トデザイ ン

イメージバナー12点

フラワーア レンジ(南 畝隆顕)

写真 上

ブラックライ トによるインスタレー

ション

照明器具制作(塚 田章)

プ リン ト(韓 独繊維株式会社)

写真 下

映像によるイ ンスタ レー ション

映像編集(田 中英行)

資料提供(マ ドラー レイク)
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